
地域課題

実証事業の内容

今後の展開
事業スケジュール

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
西米良村の新たな公共交通サービスのあり方検討
【事業主体】日本工営都市空間株式会社
（西米良村貨客混載検討委員会 事務局）
【構成員】国立大学法人九州工業大学

西米良村

西米良村では、生涯現役で働ける「百菜屋」、山仕事の生活承
継が体験できる「おがわ作小屋村」、食べて地域貢献をうたった
「ジビエ加工施設」、村営バスへの「貨客混載」などユニークな
地域づくりを実践。本事業では、地域公共交通や地域づくりに知
見を有する外部者と西米良村で村営バスに主体的に係る住民に向
けたワークショップやｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰを開催し、新たな交通・まちづ
くり人材を育成するプログラムを大学、自治体、交通事業者及び
コンサルタント等が協働で実施する。

地方の公共交通は利用者が低迷し、ﾈｯﾄﾜｰｸ維持が困難となって
いる。一方で宅配事業は2024年問題に代表される人員不足が深刻
化することから、更なる配達の効率化が求められている。人流・
物流の統合化、更なるサービス付加により生産性向上が必要。

西米良村の新たな公共交通サービスのあり方検討（宮崎県西米良村）

短期的な取り組み：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ人材が中心に議論の場を形成
中期的な取り組み：公共交通ネットワークを使った複合

サービスの導入、事業化
長期的な取り組み：公共交通以外のｻｰﾋﾞｽ導入を柔軟に対

応できる事業者、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ人材が活躍

住民×専門家ワークショップ

村営バスの貨客混載「ホイホイ
便」（R3九州運輸局長）ィ

山仕事の文化継承がテーマの「お
がわ作小屋村」（H25国土交通省
地域づくり表彰 他」

生涯現役の村として定年がない地
域物産施設「百菜屋」

食べて地域貢献「西米良村ジビエ処理
加工施設「（R3鳥獣対策優良活動 農
林水産省）

「地域公共交通×まちづくり」スタディツアーの開催事業実施イメージ

「地域公共交通×まちづくり」ワークショップの開催

住民×専門家ワークショップ
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項　目

■人材育成企画（関係者へのヒアリング等）

■WS・ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰの開催

■フォローアップ（アンケート・会議）

■実績報告

時　期

4 5 6 12 1 2 37 8 9 10 11
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